
応用数学 II及び演習 A&B（偏微分方程式）演習【課題】（12月 22日）

○2006年 1月 10日火曜日午後 6時 00分までに提出すること

○解答は A4レポート用紙を使用すること

○解答が複数枚になる場合は，ホッチキスで綴じること

○他人の答案を写し書きした場合はゼロ点とする

８．偏微分方程式
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のもとで解きなさい．

（解）

変数分離解 )()(),( tTxXtxu = を仮定し，与えられた偏微分方程式に代入して整理すると，
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式(1)の値は定数でなければならないので，その実定数をµ とおけば，2つの常微分方程式が導かれる．
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は可能な解である．
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0>µ のときには常に LL ee µµ −> なので，上式は成り立たない．

よって，  µ < 0であり， 0>λ である定数を用いて， 22 )( λλµ i=−= とおくと，
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上式が成り立つためには， 0>λ より
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ここで， Aa =2 とおいた． ),( txu に添え字 nをつけると，
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式(3)において 0=n すなわち 0=nλ （この場合 0=µ ）とすると， 00 )( Axu = （ 0A は未定定数）となるが，

これは，上で求めた 0=µ のときの解 btxu =),( （ bは未定定数）と同じ．したがって， 0=µ のときの

解 btxu =),( を式(3)に含めると，
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したがって，線形方程式の解の重ね合わせの性質から，
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上式の両辺に )/cos( Lxmπ (ただし， L,2,1,0=m )を掛けて， 0=x ～ Lまで積分すると，
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0>m のとき，
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以上より解は次のようになる．
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（別解）

式(4)が成り立つには =n 0，1，2以外の項で， 0=nA でなければならない。
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以上より解は次のようになる．
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９．偏微分方程式
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のもとで解きなさい．ただし， 0>k である．

（解）

（解答例）

変数分離解 )()(),( tTxXtxu = を仮定し，与えられた偏微分方程式に代入して整理すると，
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この等式の値は定数でなければならないので，その実定数を µ とおけば，微分方程式 0)()( =−′′ xXxX µ

が自明な解以外の解を持つためには，  2λµ −= でなくてはならない．よって，次の境界条件と初期条



件を満たす 2つ常微分方程式が導かれる。

0)()( 2 =+′′ xXxX λ 、境界条件　 0)1()0( == XX                        (1)

0)()( 2' =+ tTktT λ 、

初期条件　 xT 2)0( = （ 2/10 ≤≤ x ）， )1(2)0( xT −= （ 12/1 ≤≤ x ）　　　 (2)

式 (1) の解は次式となる。
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式 (2) の解は nλλ = のとき次式で与えられる。
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と置くと，式(1),(2) の一般解は線形方程式の解の重ね合わせの性質から次式で与えられる。
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初期条件は区間 ]1,0[ で定義された xの関数（ x2 （ 2/10 ≤≤ x ）， )1(2 x− （ 12/1 ≤< x ））として与えられ
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